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１）背  景 

ラオス国には＜100 万頭の象が生息する＞と謳われるくらい，今なお生物多様性が豊かな国と

して知られています．ところがこの国では 2000 年以降，首都ビエンチャンをはじめとする都心

部でインフラ整備や建物改築が加速的に行われました．街中は近代化の様相を呈し，車やオート

バイ等の交通量が急激に増えたと言われています（写真 1）． 

 

【写真 1】ビエンチャン市内の道路風景 

 

ビエンチャン市内の道路風景です．2000 年

以降にアスファルト舗装され，車の量が一気に

増えたそうです．ラオスにはまだ国産車がなく，

全て日本，韓国，欧米諸国からの輸入車ですが，

高級新車も散見しました． 

 

 

 

しかし，ビエンチャンから北に 1 時間程車を走らすと，道路脇には水田が広がった光景を目に

することができます．ラオス国の詳細な稲作事情については割愛しますが，水田域の灌漑率は

20％，農業水路は用排兼用の土水路（写真 2），農道は未舗装，稲の作付けや刈り取りは手作業で

行うのが一般的とのことです． 

 

【写真 2】ビエンチャン郊外の農業水路 

 

写真は用排兼用の土水路です．日本でよく見

かけるコンクリート水路はありませんでした．

また，農道もほとんどが舗装されていませんで

した． 

 

 

 



このような状況を踏まえると水田を含めたラオス国の農村環境は，日本の戦前あるいはそれ以

前に相当するかもしれません．いわば近代的な圃場整備が進められる前の日本の田園風景に似て

いるように思われます（例えば，日本の現在の灌漑率は 80％，終戦時の 1950年には既に 48％に

達していたと言われています）． 

 

２）目  的 

さて，日本を含めた諸外国からの援助や協力の下，現在，ラオス国の環境整備は都心部にとど

まらず，農村域においても進められることが期待されています．米生産量の安定化に向けての圃

場整備や水利施設等の設置，販売ルートの開拓，所得格差の是正等々が求められており，これら

は日本の農村が抱えている問題と似ているようにも見えます． 

 

ただし，冒頭にも記したように，農村環境の整備においては，この国がもつ豊かな生物多様性

の保全は無視できず，例えば，圃場や水路整備にあたって，日本と同様に生態系への配慮が不可

欠です．しかし残念ながらラオス国では，生態系配慮に資するような生物調査データ等ほとんど

ありません． 

 

実際，農村の人々は水路や河川の魚類を食材（地域資源）として利用していますが（写真 3），

生物資源の保全といった意識はなく，資源量はもちろんのこと，未だ種さえも分からないのがほ

とんどのようです．そこで本調査では農村水域にはどのような魚類が生息しているのか？魚類の

種多様性の実態把握に臨みました． 

 

【写真 3】四手網を使った魚取り 

 

四手網を使って，地元の農家の方が魚を捕っ

ていました．捕った魚は夕食のおかずにするそ

うです．自給自足型とも言える生活をおくって

いるように見えました． 

 

 

 

 

３）方法・結果・まとめ 

魚類調査はビエンチャン北部（80～100km）の小規模な自然河川（写真 4）と土水路（写真 5）

の 2 箇所で実施しました．採捕漁具には縦 1m，横 4m，網目 4mmの引き網を使って，2箇所と

もに 1時間程度の採捕を繰り返しました． 

 

 

 

 



【写真 4】調査した自然河川 

 

小規模な自然河川での魚類調査風景です．瀬

淵が連続し，水も澄んでいて，とてもきれいな

ところでした．魚類採捕は網の両端を 2人で引

っ張るといったトローリング方式で行いまし

た．地元の子供たちも何をしているのかと興味

津々に集まってきました． 

 

 

【写真 5】調査した土水路 

 

土水路での魚類調査風景です．この 10月末

に雨季が終わり，11月上・中旬に稲刈りが行

われるとのことでした．水路と水田の水位は

同レベルで、畦等の切り欠きを通って魚類は

自由に水路と水田間を行き来できる状況でし

た．水田ではカオニャオ（もち米）が作付け

されていて，ちょうど花が咲いていました． 

 

その結果，出現した魚種は河川と土水路で若干異なりますが，両地点共に日本のタモロコ，フ

ナ，ドジョウ，ナマズ等に似た 10 数種の魚類を確認できました（写真 6）．地域や気候が異なる

ため，単純には比べられませんが，日本では同一場所で 10種を超えて確認できることは少ないよ

うに思えます．ラオス国のもつ豊かな生物多様性の一面を捉えることができたと感じました． 

 

 

【写真 6】採捕魚類の例 

河川，土水路共に日本のタモロコ，フナ，ドジョウ，ナマズ等に似た 10 数種の魚類を確

認しました．こちらには日本のように体系だった検索図鑑がほとんどなく，それぞれの種名

を調べるのはこれからの作業となります． 

 



本調査は，2 箇所で実施したものでしたが，ラオス国の農村水域における魚類の種多様性は日

本に比べて高いレベルにありそうです．このことは日本を含めたアジアモンスーン域の生物多様

性や生物種の分布の実態解明に向けた貴重な情報として活用できそうです． 

 

日本では，農村の都市化や農業農村整備が進んだ後になって生物多様性の保全が求められるよ

うになりました．整備が進んだ地域でどうしたら生物多様性を少しでも保全・回復できるかが課

題となっています。一方，ラオス国では，現状の生物多様性レベルをいかに保全し，両立して環

境整備を進めるかが課題であり，地域資源の賢明な利用＝持続的利用が重要になってきます． 

 

現在，魚が少なくなった等の声は聞こえないようですが，このようなことを現地の人々に理解・

実践してもらい，そして日本で培ってきた生態系保全の考え方や技術を現地に合わせて適用して

いくことが将来的な課題として感じられました． 

 

４）備考 

本調査は，現在，国際農林水産業センターが行っている開発途上地域の「農村活性化」（開発途

上地域の農林漁業者の所得・生計向上と、農山漁村活性化のための技術の開発）プロジェクトか

らの要請を受け，「DNA 分析によるラオス在来魚類個体群の遺伝特性解析に関する調査」の一部

として実施しました．現地調査では，プロジェクト主任研究員の森岡伸介博士及びラオス国立水

生生物資源調査センターのスタッフに協力していただきました． 


